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ュレーション 2 を行った。シミュレーション 1 では 8 つの交絡要因を想定し、症例数は 160 例及び 1000 例と
し、任意の分布より交絡変数、割付け変数、結果変数のデータを発生させた。また、準完全分離が生じるシナ
リオ及び生じないシナリオの両方について検討した。シミュレーション 2 では、実際の臨床研究への応用とし
て、Atorvastatin 服用有無による術後心房細動の発生を検討した観察研究の報告と同様の設定においてシミュ
レーションを行った。シミュレーションの手順は、発生させたデータについて、ベイズ流同時推定法をあては
め、比較対象として、従来の頻度論に基づく 2 段階法のうち回帰モデルを用いた最尤推定についても検討した。
シミュレーションは 1000 回実施し、得られた因果効果推定値についてバイアス、最小二乗誤差、95%被覆確
率を算出し推定性能を評価した。ベイズ流の推定については回帰係数に与える事前分布の種類やスケールを変
化させ、因果効果推定性能を比較した。 
結果、傾向スコアを求めるロジスティック回帰において準完全分離が生じる場合でも、1 段階めの傾向スコ
ア推定モデルが最終的な因果効果に与える影響は小さいことが示唆された。また、ベイズ流の同時推定法では、
傾向スコアの不確実性を考慮するため、従来の 2 段階の最尤推定の結果と比較し推定性能が低下した。しかし、
小規模試験では、2 段階めの因果効果推定モデルの回帰係数に与える事前分布の種類やスケールにより因果効
果の推定性能が大きく異なり、事前分布の設計により推定性能を大幅に改善できることが示唆された。特にア
ウトカムであるイベント発生が小さい、もしくは大きいといった条件で最も推定性能が改善した。 
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以上より、準完全分離が生じる場合でも、1 段階めのモデルが因果効果推定性能に与える影響は小さく、事
前情報より 2 段階目の事前分布のスケールを適切に設計したベイズ流同時推定法を用いることで、傾向スコア
の不確実性を鑑みかつ精度の高い推定が可能となることが示唆された。 
